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研究概要
膵管癌は代表的な膵臓がんで、その中でも膵外脂肪組織への浸潤 （EFI: Extrapancreatic fat 

invasion） を伴う症例は治療成績が極めて悪い。近年、複数の癌種で、腫瘍微小環境内の癌関連脂
肪細胞 （CAAs: Cancer-associated adipocytes） が腫瘍進展を促進することが示されたが、EFI
領域のCAAsが膵管癌の進展に与える影響は不明である。そこで我々は本研究で、EFI 領域におけ
る膵癌細胞 –CAAs間の相互作用が腫瘍進展に果たす役割を解明する。具体的にはまず、空間およ
び単一細胞遺伝子発現データを統合解析し、EFI 領域においてCAAsから膵癌細胞へのシグナル伝
達を媒介する遺伝子を推定する。次に、患者検体における網羅的な遺伝子発現解析により、腫瘍か
ら物理的に離れた脂肪細胞と比較してEFI 領域のCAAsが高発現・低発現する遺伝子や、CAAsか
ら物理的に離れた膵癌細胞と比較してCAAsと近接する膵癌細胞が高発現・低発現する遺伝子を同
定する。さらに、膵癌細胞と脂肪細胞の共培養実験により、膵癌細胞の増殖や浸潤に重要な分子を
同定する。最後に、臨床病理学的相関解析により、同定した分子の臨床的意義を検証する。本研究
を完遂することで、膵管癌進展を制御し治療標的となる分子や予後予測マーカーを創出する。


